
 

 

 

 

                        

 

   新年のご挨拶           
 

あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。  

この 1 月から金井学童保育クラブがスタートし、４月からは鶴川学童保育 

クラブの運営も始まります。また、指定管理の再選定の準備もあり、忙しい 

１年が始まりました。皆さんの力をお借りして乗り切っていきたいと思います。 

「学童保育」に対するニーズは年々高まってきていることは皆さまもご存知のとおりです。国や

都のレベルでも「少子化」対策のひとつとしてこれまでよりも手厚い対応をしてきていると思いま

す。しかし、「安心、安全」は当然のことですが、「子どもの発達と成長」の視点からみるとそれだ

けでは十分ではありません。私たちが積み上げてきた「理念と実践」にもとづいた、学童保育の充

実のために引き続き努力をしていくことが求められています。 

そうした中で町田の学童保育をめぐる状況はますます深刻になっていると思います。来年度で

「１小学校区１クラブ」は達成される予定ですが、大規模化に対する市の姿勢は消極的なままで大

幅な改善は見込めない様に思われます。  

昨年、法人としてまとめた「町田市学童保育所設置・運営基準（案）」を念頭においた、市への

働きかけをしていくことが求められていると思います。 

その第一歩として３月市議会に向けた「請願署名」を取り組む予定ですので、ご協力をお願いし

ます。 また、今年度からは今後の法人の方向性についての検討も始まりました。子どもたちの「成

長と発達の保障」とともに、大人たちの交流と「親育ち」の場としての学童保育の充実のために今

後も努めていきますので、皆さまのご協力をお願いします。   

                 理事長理事長理事長理事長    三階広明三階広明三階広明三階広明（元あおぞらクラブ保護者：通算１４年） 
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 法人の委員会活動報告  
町田市学童保育クラブの会には様々な活動を支える委員会が組織されています。また、委員会

にはテーマ別に担当グループが分かれています。今回は、委員会がどのような活動をしている

かご紹介いたします。 

 

調調   査査   研研   究究   委委   員員   会会   

  

「「「「「「「「保保保保保保保保育育育育育育育育分分分分分分分分野野野野野野野野」」」」」」」」ググググググググルルルルルルルルーーーーーーーーププププププププ        

 保育分野グループでは高学年保育をテーマに挙げ、卒会後の子どもたちに保育の場を設けるこ

とができないか、と研究を行っています。まずは在籍児童の保護者の方々からご意見を伺い、こ

のテーマについて１１月に「４年生以上の保育に関するアンケート」を作成しました。現在はそ

のアンケートの集計を行っています。町田市では現在は学童保育クラブの利用は３年生までとな

っています。 

高学年保育を法人独自の事業として行うには場所・資金など多くの課題があるため、すぐに実

施はできない状況ですが、４年生の子どもたちの保育の場が少しでも形になっていくよう、委員

会のメンバーで検討しています。 

（勝亦） 

利利利利利利利利用用用用用用用用者者者者者者者者アアアアアアアアンンンンンンンンケケケケケケケケーーーーーーーートトトトトトトト「「「「「「「「満満満満満満満満足足足足足足足足度度度度度度度度調調調調調調調調査査査査査査査査」」」」」」」」ググググググググルルルルルルルルーーーーーーーーププププププププ        

皆様からご協力いただいたアンケートの集約に取り掛かっております。各クラブごとに、どの

項目が評価され、どの項目が今後の課題であるかが分かりやすいよう、グラフに表わしてみよう

とチャレンジしています。内容に関しては、各クラブに対してのもの、行政に対してのもの、法

人全体で議論すべきもの、保護者会等と調整をするものなどに整理して、今後のまとめに入って

いきたいと思っています。保護者会の交流・行事に対する意見も多く出ています。 

  今後の学童保育クラブ運営に生かしていけるよう、報告書をまとめていきたいと思います。 

（北島） 

 

「「「「「「「「子子子子子子子子育育育育育育育育てててててててて支支支支支支支支援援援援援援援援」」」」」」」」ググググググググルルルルルルルルーーーーーーーーププププププププ        

 委員会の方々の身近にある子どもの遊び場について調べました。「たぬき山」「きつねはらっぱ」

「相原里山の会」「親水公園」「子ども夢パーク」「団地の空き地」「図師坂下公園」などに実際に

足を運んで調べたり写真を撮ってきたり、インターネットで調べて報告をしました。 

町田には実際に冒険遊び場として「きつねはらっぱ」「たぬき山」「相原里山の会による遊び場」

があります。町田の冒険遊び場に対して、行政からの補助金について調べましたが、参加人数、

開かれる回数により補助金の額が変わっています。町田市の補助金だけでは運営が厳しく助成金

と合わせて運営に使われています。「全労災」「長寿子育て障害者基金」「子ども夢基金」などがあ

りました。 

今後の予定として、実際に運営されている冒険遊び場の方にお話を聞き委員会で夢のある理想

の冒険遊び場を楽しく語りながら考えていきたいと思います。その他の地域でも情報がありまし

たらお寄せください。  

                                      （横山） 

 



「「「「「「「「児児児児児児児児童童童童童童童童館館館館館館館館・・・・・・・・子子子子子子子子どどどどどどどどももももももももセセセセセセセセンンンンンンンンタタタタタタタターーーーーーーー」」」」」」」」ググググググググルルルルルルルルーーーーーーーーププププププププ        

児童館研究の委員会では、その運営形態や活動内容、ま

た公的な存在意義などについてそれぞれ分担して調査する

活動からスタートしました。 

ひとくちに児童館といっても、町田市の子どもセンター

のように広く地域をフォローするタイプ、相模原市のよう

に各地域に細かく存在する小規模型、またスポット的な形

で公園や広場などを利用して活動を行う青空児童館など

様々な形態があります。更に活動内容について調べていく

と多種多様でありますが、大きくは５つの分野（体育的・文化的・野外・年中行事・その他）の

活動に大別される事もわかりました。 

今後、町田市子どもマスタープランの中の「町田市の考える児童館」の研究、また現在の法人

の状況等も踏まえ、具体的に各分野でどのような活動が可能かを考えていき、企画を立案してい

く予定です。今後は法人の事業計画に提案できる位までにしていきたいと頑張っています。  

                                （那須） 

    

    

広広   報報   委委   員員   会会     

  

「「「「「「「「ホホホホホホホホーーーーーーーームムムムムムムムペペペペペペペペーーーーーーーージジジジジジジジ」」」」」」」」ググググググググルルルルルルルルーーーーーーーーププププププププ        

ホームページ担当では、今年度から法人のホームページに続き各クラブのホームページの充実

に向けて検討しています。11 月には小野寺理事によるホームページビルダーの講習会を大蔵クラ

ブをお借りして行い、技術力を何とかアップさせようと努力しています。が、なかなか内容が追

いつかず、ご迷惑をおかけしています。今しばらくお待ちください。内容についても、保護者会

のコーナーを設けてはどうかなどの検討や法人のホームページの未整備な部分について話し合っ

ています。 

今後もホームページに掲載してほしい情報や項目がありましたらぜひ、委員会までお寄せくだ

さい。 

（三階） 

広広広広広広広広報報報報報報報報誌誌誌誌誌誌誌誌「「「「「「「「くくくくくくくくれれれれれれれれよよよよよよよよんんんんんんんん」」」」」」」」ググググググググルルルルルルルルーーーーーーーーププププププププ        

本紙『くれよん』（月1 回発行）は、トップページに当法人の大切にしているビジョン、目指

している事や方向性、法人全体にかかわるホットなニュースについて毎回掲載しています。また、

２ページ以降は、学童保育クラブ内で行われている季節の行事や子どもたちの様子をタイムリー

にお伝えするとともに、皆様からのご意見やご感想を反映した内容を目指して、広報紙づくりに

取り組んでいます。『くれよん』を通じて当法人と学童保育クラブの活動がご理解いただければ

幸いに思います。広報委員「くれよん」担当は、保護者と指導員で構成されています。今後も皆

様に楽しんでいただけるような広報紙づくりをめざしてがんばりますので、皆様のご意見、ご感

想をお寄せください。 

（伊沢） 



 

 

 

 

なかよしクラブの冬休み行事に“スケート”があります。こどもの国へ夏

はプール、冬はスケートに行っています。経験のない子どもたちが多かった

ので行事に入れてみたところ、とっても人気で続いています。小さなときに

経験してみることが上達の決め手です。 

 今年は第１なかよしクラブが 12 月２７日（４９名）、第２なかよしクラブ

が翌２８日（５０名）で行ってきました。交通手段は馬駆～野津田車庫～

鶴川駅～こどもの国と３本バスに乗り換えました。満員のバスの移動でも

全く疲れを見せずスケート場に着きました。 

“スケート場での約束”の話を聞くのも真剣です。順番にスケート靴を借

りて履き準備体操をします。何が大変かというと、子どもたちが靴を履く

ことです。「足が入らないよ～」「きつ～い」この時間が長いのです。初め

ての子はペンギンのような格好になり、リンクに恐る恐る入っていきます。

手すりにつかまったり、何回か転ぶうちに要領をつかんでいきます。初心者教室に参加する子もい

て 1 時間もしないうちに滑れるようになっていきました。2 年生、3 年生

は慣れたものでさっそうとリンクの上で滑り出します。子どもたちの上達

はとても早く、友だち同士でリンクを何周回ったかを競い合う姿も見られ

ます。２時間程滑ってスケート靴を履きかえると、足がとっても軽く感じ

「自分の足じゃないみたい！」「飛べそうだ！！」と言っています。 

 昼食後は広いあそび場でたっぷり遊びました。帰りのバスはウトウト眠

りにつく子どもたち。いっぱいあそんで充実した一日でした。 

（指導員 北島・横山） 

 今後の予定  
 

２月 ２日（土）19 時 30 分～  ：  事務局会議   公民館 学習室３ 

２月 ８日（金）19 時３0 分～  ： 調査研究委員会 ことばらんど  第６会議室 

                   広報委員会   ことばらんど 第１・２会議室 

２月２２日（金）19 時３0 分～  ： 運営委員会   公民館 学習室２ 

 
 

編集後記 

○暖かい年明けでしたが、いよいよ本格的な寒さの訪れです。今年は渋っていたヒーターのスイッチも押さざるを得なく

なりました。皆様も体調管理にはくれぐれもお気をつけください。            （あおぞら保護者 伊沢） 

○新年がスタートして、昔あそびに熱中する毎日。メキメキ上達する子達の横で必死に特訓中です。 （どろん子指導員  兼子） 

 
『くれよん』は保護者と指導員で構成された広報委員会が毎月発行しています。バックナンバーの一部はホームページでご覧いただけます。

http://www.machida-gakudou.com/ 

 

 

 

 

 

ちょっと拝見！ 
なかよしクラブ 


